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が中心となる戦後～ 70 年代後半までの第 2期、扶余・公州・益山地域の主要
廃寺跡の発掘が始まった 90 年代初期までの弟 3期、それらの地域の再発掘が
















































































































































































































































































































































































  （ 120 ）179
註
（１）　本書の原題は、「이병호『백제 불교 사원의 성립과 전개』사회평론、2014」である。
（２）　第 2部は、本年 5月に日本で刊行された『百済寺院の展開と古代日本』（塙書房、
2015）に収録されているという。
（３）　李炳鎬「扶餘 定林寺址 出土 塑造像 製作技法과（と）奉安場所」（『美術資料』




화교류사 속의 백제 불교사 연구 모색）」（『韓国古代史研究（한국고대사연구）』77、
2015）。
（５）　「第三章　新羅の初期寺院に見える百済の影響」・「第四章　飛鳥寺三金堂と日本
の初期寺院の源流」・「第五章　飛鳥寺に派遣された瓦博士の性格」など。
